
取扱説明書

ニラ出荷調製機

ＮＴ－６５０

当製品を安全に、また正しくお使いいただくために必ず

本取扱説明書をお読みください。誤った使いかたをする

と、事故を引き起こすおそれがあります。

お読みになった後も必ず製品に近接して保存してください。

平成１３年９月１日作成





ニラ出荷調製機ＮＴ－６５０を
、 。お買い上げいただき ありがとうございます

はじめに

この取扱説明書は の取扱方法と使用上の注意事項について記載してあ・ ニラ調製機ＮＴ－６５０

ります。 お読みのうえ、正しくお取ご使用の前には必ず、この取扱説明書を熟知するまで
扱いいただき、最良の状態でご使用下さい。

お読みになったあとも して下さい。・ 必ず製品に近接して保存

製品を貸与または譲渡される場合は、この取扱説明書を製品に添付してお渡し下さい。・

この取扱説明書を紛失または損傷された場合、速やかに当社にご注文ください。・

なお、品質・性能向上あるいは安全上、使用部品の変更を行うことがあります。・
その際には、本書の内容および写真・イラストなどの一部が、本製品と一致しない場合があります

ので、ご了承ください。

ご不明なことやお気付きのことがございましたら、お買い上げいただきましたお店、またはお近・
くの特約店・販売店・農協にご相談ください。

印付の下記マークは、安全上、特に重要な項目ですので、必ずお守り下さい。・

その警告文に従わなかった場合、死亡または重傷を負う危険性が警告
あるものを示します。

その警告文に従わなかった場合、ケガを負うおそれのあるものを注意
示します。

「安全に作業をするた・この取扱説明書には安全に作業していただくために、安全上のポイント

を記載してあります。使用前に必ずお読み下さい。めに」
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２．安全銘板の貼り付け位置
安全に作業していただくために安全銘板の貼り付け位置を示したものです。

安全銘板は常に汚れや破損のないように保ち、もし破損・紛失した場合は、新しいものに

貼り直して下さい。

（３） （４）

（１）

（２）

紛失又は破損された場合には、当社に下記の表を参考にご注文ください。

Ｎｏ 部 品 番 号 部 品 名 称

１ ００９９２－３００２０ 注意ラベル ＣＬ－１６（ ）

２ ００９９２－４００４０ 注意ラベル ＣＬ－３（ ）

３ ００９９２－４００６０ 警告ラベル ＷＬ－２（ ）

４ ００９９２－４０２２０ 警告ラベル ＷＬ－１０（ ）

３．本製品の使用目的について
本製品は、ニラの出荷調製機としてご使用ください。

使用目的以外の作業や改造などは、決してしないでください。
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４．各部の名称

５．仕 様
ＮＴ－６５０型 式

mm全 長 １，６００

mm機体寸法 全 幅 １，４６０

mm全 高 １，１８０

２５０㎏重 量

４０Ｗ ＡＣ１００Ｖ 減速比１／１２０送りコンベア

４０Ｗ ＡＣ１００Ｖ 減速比１／１５モーター 排出コンベア

４０Ｗ ＡＣ１００Ｖ切断カッター

０．５ а（５ｋｇｆ／Ｃ㎡ ）制 御 用 使 用 空 圧 MP
mmニ ラ 投 入 可 能 長 さ ３００ ～ ５００

最大６５０束／時間能 力

１．５ｋＷ必 要 コ ン プ レ ッ サ ー
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６．据付要領
（１）作業場はできるだけ水平なところに設置して下さい。

（２）設置場所が決まったら、本機を手で押して移動し、所定の位置で水準器などで

水平を確認しながら、本機下の４本のジャッキボルトで本機を上げ、ロック

ナットでしっかり固定して下さい。

（３ を本機の丸刃カッターの下側に差し込んで下さい。）「切断クズ入れコンテナ」

（４）エアホースは内径６．５ｍｍ、外径１０ｍｍの物を準備して下さい。

尚、本機側のカプラは４０型（１／２）メスを準備し、エア配管プラグに接続

して下さい。

（５）電源コードを家庭用１００Ｖコンセントに差し込んで下さい。 （１３Ａ以上）

（６）１００ｇが、計量できる台秤を準備して、台秤置き台等において下さい。

（７）結束テープ等の入れ方については同梱の結束機 の取扱「たばねら５０００Ｖ」

説明書をお読みください。
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７．操作スイッチ

電源ランプ１

・家庭用ＡＣ１００Ｖに本機の電源コードプラグを差し込みＯＮ

にし通電するとランプ（白）が点灯します。

原点ランプ・押ボタンスイッチ２

・ランプ（緑）点灯時自動運転スタート状態になります。

・ランプ点滅の時は原点押しボタンスイッチを押して下さい。

（Ｐ２０原点条件参照）

（下図）３ 運転ランプ・押ボタンスイッチ

・原点ランプ点灯時自動運転スタート状態です。

作業開始時は押しボタンスイッチを押して下さい。

・自動運転中はランプが点灯（緑）します。
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（下図）４ 自動運転停止押ボタンスイッチ

運転中押すと１サイクル作動後、停止します。

異常ランプ５

・異常時にランプが点灯、点滅（赤）します。

・非常停止ボタンが押された時、ランプが点灯（赤）します。

・安全カバーを開くと、ランプが点灯（赤）します。

・搬送、排出、カッターモーター用サーマルリレー（Ｐ１９参照）

がトリップした時ランプが点灯（赤）

・結束機のテープがなくなると、ランプが点滅（赤）します。

（下図）６ リセット押ボタンスイッチ

異常時、異常ランプが点灯、点滅（赤）した時、異常解除後

リセット押ボタンスイッチを押してして下さい。
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（下図）７ 丸刃カッター研磨用セレクトスイッチ

・自動運転停止後、丸刃カッターを回転して下さい。

・丸刃カッターが切れなくなったら、自動運転を停止してカッター

スイッチをＯＮにして、丸刃カッターを回転し、付属の砥石で

研磨して下さい。

丸刃カッターは回転している時でも、停止している時でも、注意
素手で触らないで下さい。手指にケガをするおそれがあります。
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非常停止押ボタン８

・この押ボタンスイッチを押すと非常停止します。

・異常部を取り除いた後は右に回してロックを解除して下さい。

原点位置起動スイッチ９

送りコンベアが原点位置に止まらなかった時に使用

リセットボタン（黄）と停止ボタン（赤）を同時に押すと送りコンベアのみが

起動し原点位置に戻る。

．各部の調節８
（１）結束部の前後調節（Ｐ２４も参照）

本機の出荷時は、テープ結束後のニラの直径が、約３０ｍｍになるように組付けら

れています。これより細い場合（夏ニラなどの長いニラ）や、太い場合（冬ニラなど ）

は結束部を図のハンドルを回して調節して下さい。ハンドルを （時計方向）細方向

へ回せば結束部が細いニラに対応し、 反時計方向）に回せば結束部が太い太方向（

ニラに対応します。

尚､ハンドルを一回転回すと約２ｍｍ結束部が前後します｡



- 12 -

（２）排出タインの速度調節

本機の出荷時は標準的な速さにセットされています。それより払い出しを早くし

たい場合や、遅くしたい場合は下図のようにエアバルブを調節して排出タイン速

度を調節して下さい （赤テープが巻いてある方のエアバルブ）。

（３）ペラの貼り付け調整

結束テープのペラ（貼り残し部）の貼り付け調整は、下図のように、ビスをゆる

めて長穴で前後に出し入れして調整し 「ペラ突き上げバネ」の先端１～２ｍｍ、

の位置に固定して下さい。
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（４）ペラ突き上げバネの交換

がヘタるなどして使用不能になった場合は下図を参考にし「ペラ突き上げバネ」

て交換して下さい （尚、Ｔ型六角レンチ３ｍｍは同梱してあるものを使用して。

下さい ）。

交換要領

１．安全のため電源ＯＦＦをにし、エアーも抜いて、結束テープは外しておいて

下さい。

「ペラ突き上げ２．危険ですから丸刃カッターを外して（外し方はＰ２５参照）

を交換して下さい。バネ」

３．Ｔ型六角レンチ３ｍｍでボルト２ヶ所を左に回してゆるめて下さい。

４ を上に引き抜いて下さい。．「ペラ突き上げバネ」

５．交換する を上から固定溝の元まで差し込んで下さい。「ペラ突き上げバネ」

６．Ｔ型六角レンチでボルト２ヶ所を右に回して固く締めて付けて下さい。

７．丸刃カッターを元通りに取り付け （取付け方はＰ２７参照）結束テープも、

取り付けて下さい。

８．電源およびエアーをＯＮにして運転を再開します。
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９．運 転
（１）結束テープを取付けて下さい （取付け方は「たばねら５０００Ｖ」の取扱説明書。

本機に使用する結束テープはニチバン製をおすすめします。参照）

（２）運転押ボタンスイッチを押して下さい。

（Ｐ８運転ランプ・押ボタンスイッチの項参照）

（３）別の台秤で計ったニラ１０５～１１０ｇを送りコンベアに載せて下さい。

作業はこの繰り返しになります。

尚、ニラをバケットに載せる時はニラ整列板の端面（コンベア側）に根元を合せ

て載せて下さい。

クランプ 根元切断 結 束 ペラ張り（４）次々と

排出コンベア 払 出 収納コンテナ

と自動で処理されます。

（５ が満杯になったら、随時交換して下さい。）「収納コンテナ」

（６ 「切断クズコンテナ」が満杯になったら、切断クズを捨てて下さい。）

１０．異常の場合の処置の仕方
作業中、異常ランプが点灯、点滅した時は、次の要領で処置して下さい。

（１）非常停止押ボタンスイッチが押された時、異常ランプ（赤）点灯

非常停止押ボタンスイッチを右に回してロックを解除した後、

リセット押ボタンスイッチを押して下さい。

（２）安全カバーが開いている時、異常ランプ（赤）が点灯

安全カバーを閉めリセット押ボタンスイッチを押して下さい。
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（３）送りコンベア、排出コンベア、カッターモーターが過負荷で制御板内のサーマル

リレー がトリップした時、異常ランプ（赤）が点灯（Ｐ１９参照）

異物がはさまっていないか確認後、制御盤を開けサーマルリレーのリセット（１）

ボタン（白 （下図）を押して下さい。）

リセット押ボタンスイッチを押して下さい。（２）

（４）結束部にテープが無くなった時、又はテープが外れた時、異常ランプ点滅（赤）

結束部に結束テープを取付けた後、リセット押ボタンスイッチを（１）

押して下さい。

・結束テープの取付け方は、同梱の結束機「たばねら５０００Ｖ」の取扱説明書を

参照して下さい。

（５）テープ確認センサーが不具合又は破損した時、異常ランプ点滅（赤）

テープ確認センサーを調整、又は交換して下さい。（１）

１１．注 意 事 項
（１）丸刃カッターが切れなくなった時は、付属の砥石で研磨して下さい。

（Ｐ１０－丸刃カッター研磨用セレクトスイッチの項参照）

丸刃カッターを外した場合、又は新規に取付ける場合は、丸刃カッターは片刃になって

いますので、刃の傾斜面を外側（砥石で研ぐ側）にして取付けて下さい。
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（２）エアフィルターにたまった水は適宜除去して下さい。エアフィルター下部の

橙色のボタンを押すと水が飛び出します。

（３）安全カバーは必ず取付け、又は閉めて作業して下さい。

（４）作業終了後や使用しない時は、必ず電源コンセントを抜きエアホースのカプラを

外しておいて下さい。

（５）水洗いは絶対にしないで下さい。

１２．本機が動かない時
（１）電源がコンセントまで供給されていますか。 ・・・・・・ 配電盤などを確認。

（２）コンセントは入っていますか。 ・・・・・・・・・・ コンセントを入れる。

（３）ブレーカーは「ＯＮ」していますか。 ・・ 一度下へ下げてから上へ上げます。

（４）エアーは供給されていますか。 ・・・・・・・ コンプレッサーなどを確認。

（５）エアーの圧力は低くありませんか ・・本体のレギュレータを確認 （Ｐ６参照）。 。

（ ） 。 。６ 障害物が挟まっていませんか ・・・・・・ 電源・エアーを切って取り除く

（７）電源・エアーチューブ等が破損していませんか。 ・・・・・・・・ 交換する。

（８）コネクターは外れていませんか。 ・・・・・・・・・・・しっかり差し直す。

（９）非常停止押ボタンスイッチはロックされていませんか。

。・・・・安全を確認し右へ回し解除する

（１０）制御盤内のサーマルリレーのリセットボタン（白）はトリップしていませんか。

（ ） 。・・・・ リセットボタン 白 を押して下さい

（ ）Ｐ１５ 異常の場合の処置の仕方の項参照

（１１）何らかの原因で本機が停止した場合、一旦電源コンセントを引抜きエアーも

ＯＦＦにし、１０秒以上経過した後に再度電源コンセントを入れ、エアーをＯＮ

にすると回復する場合もあります。
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１３．自動運転フローチャート
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１４．異 常 処 置

自動運転中フローチャート停止した時

停止ＮＯ モーター回転異常 配線チェク サーマルリレー 処 置 内 容

送りコンベア モーター配線切断かサーマルリレーを確認２．４ ○ ○

排出コンベア モーター配線切断かサーマルリレーを確認２３ ○ ○

切断カッター モーター配線切断かサーマルリレーを確認１２ ○ ○

結束機 配線切断か電源ランプ確認１５ ○

停止ＮＯ エアーシリンダー異常 配線チェク センサーチェク ソルノイドバルブチェク

チャック下降 ○ バルブランプ確認、エアー圧力確認５

チャック下降ＬＳ ○ シリンダーセンサーランプ確認６

チャック閉 ○ バルブランプ確認、エアー圧力確認７

チャック上昇 ○ バルブランプ確認、エアー圧力確認８

チャック上昇ＬＳ ○ シリンダーセンサーランプ確認９

チャック開 ○ バルブランプ確認、エアー圧力確認１１

チャック閉ＬＳ ○ シリンダーセンサーランプ確認１２

排出 出 ○ バルブランプ確認、エアー圧力確認１５

排出 戻り ○ バルブランプ確認、エアー圧力確認１６

旋回行き ○ バルブランプ確認、エアー圧力確認１０

旋回ＬＳ ○ シリンダーセンサーランプ確認１１

結束機上昇 ○ バルブランプ確認、エアー圧力確認１５

テープ突き上げ出 ○ バルブランプ確認、エアー圧力確認１７

テープ押さえ出 ○ バルブランプ確認、エアー圧力確認１８
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停止ＮＯ エアーシリンダー異常 配線チェク センサーチェク ソルノイドバルブチェク

チャック開 ○ バルブランプ確認、エアー圧力確認１９

チャック開 ＬＳ ○ シリンダーセンサーランプ確認２０

チャック上昇 ○ バルブランプ確認、エアー圧力確認２１

チャック上昇ＬＳ ○ シリンダーセンサーランプ確認２２

旋回戻り ○ ○ バルブランプ 確認、エアー圧力確認２３ OFF

結束機下降 ○ バルブランプ 確認、エアー圧力確認OFF

突き上げ戻り ○ バルブランプ 確認、エアー圧力確認OFF

テープ押さえ戻り ○ バルブランプ 確認、エアー圧力確認OFF

停止ＮＯ センサー異常 配線チェク センサーチェク

停止位置検知ＫＳ 近接スイッチランプ確認３ ○

結束機上昇 光電スイッチ位置、ランプ確認１０ ○

ニラ検知ＬＳ リミットスイッチ確認１４ ○

◎原点条件

（１）バケット搬送チェーンコンベア停止検知近接スイッチ …ＯＮ

（２）チャックハンド上昇端 …ＯＮ

（３）チャックハンド開 …ＯＮ

（４）チャックハンド旋回戻り端 …ＯＮ

（５）テープ確認センサー …ＯＮ

（６）テープ押さえが下降していないこと

（７）結束機（たばねら）が左端上昇していないこと（水平位置）

（８）ペラが出ていないこと

（９）バケット搬送チェーンコンベアが停止していること

（１０）排出ベルト・ローラーコンベアが停止していること
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１５．電 気 配 線 図
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１６．エアー配管図
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結束テープ貼付不具合時に確認して下さい１７．
１．エアーは正常圧になっていますか？

エア圧力は圧力計を見て０．５ＭＰａに設定して下さい。
レギュレーターのノブを上に引き、右回転が増圧、左回転が減圧となります。

。 。調整完了後ノブを下に戻して下さい 一度セットすれば通常調整は不要です→

２．エアーフィルター及びコンプレッサーの水抜きはしてますか？

（１）レギュレーター下部のフィルター部の水を除去して下さい。フィルター下部の
橙色のボタンのつまみを押すとエアーと共に溜まった水が出ます。
エアーコンプレッサーからの水ですので、 をお願いします。毎日水抜き

（２）エアーコンプレッサーの水抜きも毎日実施して下さい。

３．エアーコンプレッサー及びエアーホースは凍結していませんか？
寒冷地においてはエアーコンプレッサーやエアーホースの凍結により本機が
動かない時があります。解凍し正常になってから本機の作業をして下さい。

４．クランプチャックのチャックスポンジ及びマスクスポンジは正常ですか？

破れたり欠損していたりすると、うまく結束できません。

（１）チャックＡ・Ｂはチャックスポンジ内径φ２０（穴の小さい方）です。
（２）チャックＣはチャックスポンジ内径φ３０（穴の大きい方）です。

スポンジ類は消耗品ですから付属のものを使用するか、又は消耗品
として別にお買い求め下さい （有償）。
スポンジ類の貼付け方はＰ２５～Ｐ２７を参照して下さい。
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（３）クランプチャックがニラを挟んでいる時にニラを無理矢理除去するとスポンジは
はがれてしまいます。この場合は、原点スイッチを押してクランプチャックを
原点位置に戻した後、クランプチャックが開いた状態でニラの除去を行って下
さい。

５．ニラの結束太さに適した位置に結束部（たばねら）を合せてありますか？

（１）年間を通してニラの太さ（１００ｇ）は変化します。ニラの太さに合せて調整
ハンドルにて最適な位置で作業して下さい。

後部のハンドル操作にて適した位置に調整して下さい。
（取扱説明書Ｐ１１も参照）

①・結束テープののり付部が短い場合、又は束が太いニラ
・巻き付けがきつい場合

↓
ハンドルを太方向（反時計方向）に回し、結束部（たばねら）を
前進させる。

②・巻き付けがゆるい場合、又は束が細いニラ
↓

ハンドルを細方向（時計方向）に回して、結束部（たばねら）を
後退させる。

尚ハンドルを一回転回すと結束部（たばねら）が２ｍｍ前後します。
下図の矢印のライン内で調整して下さい （結束部の脇の部分）。

６．結束テープの粘着力は正常ですか？

、 。長時間結束テープを引き出して外気にさらしておくと 粘着力が低下します
翌日作業始める前に必ず外気にふれた分は廃棄して作業して下さい。
また、結束テープメーカーによっては粘着力の弱いものもあるようです。
本機に使用する結束テープはニチバン製をおすすめします｡
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チャックスポンジ（ ゴムバンド）１８．
及びマスクスポンジの貼付要領

１． 電源はコンセントより引抜き、エアーはカプラから外さないで下さい。

２． 危険ですから を外して作業して下さい （下図）丸刃カッター 。

３． 不要になったチャックスポンジ（ゴムバンド）をきれいにはがして下さい。

新しいものを貼る前にシンナーなどできれいに拭き取って貼付面にゴミ等が付着

していないようにして、油分や水分はきれいに拭き取って乾燥させて下さい。

．（ ） （ ） 。４ １ チャックＡ・Ｂはチャックスポンジ内径φ２０ 穴の小さい方 を貼付けます

（２）チャックＣはチャックスポンジ内径φ３０（穴の大きい方）を貼付けます。
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５．チャックスポンジ（ゴムバンド）をカッターなどで２等分に切断し、外側貼付面に

指定の両面テープ（リンレイ ＃９３５）で貼付けて下さい。

６．チャックへの貼付は下図のように、チャック最下端を基準面にして両側とも両面

テープのノリ面でしっかりと貼付けて下さい。

７．チャックスポンジ（ゴムバンド）を左右両側に貼付けてから、中央部に別のマスク

スポンジを下図の原寸大図面に合せて、カッター等で切断し、両面テープを下図の

ように貼付けて下さい。
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両面テープで貼付けたマスクスポンジを下図のようにチャック中央に両面テープの

ノリ面を両側のチャックスポンジにしっかり貼付けて下さい。

８．全てのチャックにスポンジを貼り終えたら、電源を入れて空運転をして確実に貼り

。 、付けてあるかどうか確認して下さい 確認が終ったら電源をコンセントより抜いて

取り外した丸刃カッターを元通りに組付けて下さい。この時、丸刃カッターの

テーパー部が外側になるように組付けて下さい。

また、丸刃カッターが正常に組付けてあるかどうか手で回して確認し、エアーを抜

。きチャックを手で動作させてチャック溝に当たらないかどうか最終確認して下さい

９．再び電源とエアーを入れて下さい。
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１９．付属品一覧

１．保証書 １部

２．取扱説明書 ＮＴ－６５０ １部

３．取扱説明書 たばねら ５０００Ｖ １部

４．砥石 鏡砥石コンビ ＃５０ １個

５．Ｔ型レンチ ３ｍｍ １個

６．六角レンチ ２，４，５，６ｍｍ 各１個

７．プラボックス サンコー ＃２３－３（４３３×３１６×１６３） １個

８．チャックスポンジ ゴムバンド φ２０ ３０３８－０３－２０Ａ ２個（ ）

９． 〃 ゴムバンド φ３０ ３０３８－０３－２０Ｂ １個（ ）

１０．マスクスポンジ １５×３０×０．５ ３０３８－０３－６１ １本m
１１．両面テープ（特殊品） ３０幅２５ｍ巻 １個 セット品

（ ）１２ 取扱説明書 チャックスポンジ及びマスクスポンジの貼付要領 １部． （ ） ビニール袋入

１３．ペラ突き上げバネ ３２１１－０３－２８ １個









実り豊かな明日をひらく

スズテック株式会社
〒３２１－０９０５ ４４－３宇都宮市平出工業団地

TEL FAX 028(662)5592代 表 028(664)1111／

URL http://www.suzutec.co.jp


